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「
玉
計
算
簿
」
と
娼
妓
の
生
活

―
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
遊
廓
業
関
係
史
料
（
仮
）」
に
み
る
―

沢
山  

美
果
子 

　
　

は
じ
め
に

　　

近
代
の
遊
廓
に
関
す
る
研
究
で
は
、
近
年
、
前
借
金
や
年
期
制
と
い
う
人
身
売
買
の
実

態
と
構
造
、
そ
し
て
娼
妓
の
生
活
や
心
情
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
進
展
し
つ

つ
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
に
、
人
見
佐
知
子
の
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困

難
だ
っ
た
の
か
―
大
和
郡
山
洞
泉
寺
遊
廓
を
事
例
に
―
」「
娼
妓
か
ら
見
た
近
代
日
本
の

公
娼
制
度
―
周
旋
業
者
・
借
金
・
梅
毒
」（

（
（

 

、
斉
藤
俊
江
の
「
飯
田
遊
廓
と
娼
妓
の
生
活
」（

（
（

 

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
従
来
の
研
究
が
「
お
も
に
廃
娼
運
動
家
の
史
料
や
新
聞
・

雑
誌
、
当
時
の
社
会
調
査
や
警
察
関
係
史
料
に
依
拠
」（

（
（

 

し
て
き
た
の
に
対
し
、
芸
娼
妓

紹
介
業
者
や
妓
楼
に
残
さ
れ
た
娼
妓
の
手
紙
を
も
含
む
一
次
史
料
を
用
い
て
、
前
借
金
や

「
家
」、
貸
座
敷
業
者
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
娼
妓
の
身
体
と
心
が
拘
束
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
、
人
身
売
買
の
内
実
や
娼
妓
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

点
で
、
近
代
遊
廓
史
研
究
に
一
つ
の
画
期
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　

人
見
は
、
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
は
、
娼
妓
自
身
に
と
り
ど
の
よ
う
な
経
験
で
あ
り
、

娼
妓
は
ど
の
よ
う
に
人
身
売
買
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
重
要

な
手
が
か
り
と
し
て
娼
妓
自
身
の
手
紙
と
、
そ
の
読
み
解
き
も
通
し
て
追
究
し
て
い
る
。

ま
た
斉
藤
は
、娼
妓
の
「
借
用
金
契
約
之
証
」
や
収
支
を
記
録
し
た
「
計
算
帳
」
を
用
い
、

四
～
五
年
の
就
業
期
間
に
稼
ぎ
高
よ
り
負
債
が
増
大
し
て
い
く
娼
妓
の
過
酷
な
生
活
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
も
、
山
形
県
楯
岡
町
（
現
・
村
山
市
楯
岡
）
岩
城
楼
に
残
さ
れ
た
「
玉

計
算
簿
」
と
い
う
昭
和
初
年
の
娼
妓
の
毎
日
の
稼
ぎ
高
を
記
録
し
た
一
次
史
料
で
あ
る
。
こ

の
「
玉
計
算
簿
」
を
含
む
「
遊
廓
業
関
係
史
料
（
仮
）〔
山
形
県
楯
岡
町
遊
廓
岩
城
楼
諸
事
控

帖
〕」（

（
（

は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
代
遊
廓
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
る
た
め
、
目
録
を
作
成
し
巻
末
に
示
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
玉
計
算
簿
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
近
代
の
遊
廓
史
研
究
の
一

助
と
し
た
い
。
人
見
に
よ
れ
ば
、
前
借
金
の
返
済
が
困
難
だ
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
の

精
算
方
法
に
あ
る
。「
揚
代
金
（
買
春
客
が
支
払
う
性
交
の
代
金
）
の
う
ち
娼
妓
の
取
り

分
は
少
な
く
、
利
子
や
追
借
金
の
た
め
に
借
金
は
減
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
増
え
る
場
合
が

し
ば
し
ば
だ
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
前
借
金
の
精
算
が
ど
の
よ
う
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
実
態
は
じ
つ
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
」

う
え
、「
前
借
金
の
精
算
方
法
に
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
っ
た
こ

と
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
い
う（

（
（

 

。
そ
の

意
味
で
娼
妓
の
毎
日
の
稼
ぎ
高
を
記
入
し
た
「
玉
計
算
簿
」
は
、少
な
い
事
例
と
は
い
え
、

前
借
金
の
精
算
方
法
や
娼
妓
の
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

一　
「
岩
城
楼
」
の
「
玉
計
算
簿
」

　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
の
『
全
国
遊
廓
案
内
』（

（
（

に
は
、山
形
県
楯
岡
町
の
遊
廓
と
「
岩

城
楼
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
が
、楯
岡
町
の
遊
廓
は
「
切
通
し
」

と
呼
ば
れ
る
あ
た
り
の
羽
州
街
道
沿
い
に
軒
を
連
ね
て
い
た（

（
（

。『
案
内
』
に
よ
れ
ば
、
楯

岡
は
、
人
口
約
一
万
の
繁
華
地
で
「
貸
座
敷
が
五
軒
あ
る
が
昔
乍
ら
の
宿
場
に
成
つ
て
居

て
、
旧
幕
時
代
の
飯
盛
女
気
分
が
微
か
に
残
つ
て
居
る
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
北
村
山

地
方
に
位
置
し
東
根
温
泉
（
現
・
東
根
市
）
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
楯

岡
に
は
、
江
戸
時
代
、
羽
州
街
道
の
中
心
的
宿
駅
が
あ
っ
た
。
楯
岡
の
「
娼
妓
は
居
稼
ぎ

制
」（
自
ら
娼
妓
を
抱
え
て
商
売
を
行
う
）
で
「
送
り
込
み
」（
娼
妓
を
貸
座
敷
に
送
り
込

む
こ
と
）
は
や
ら
ず
、ま
た
「
廻
し
制
」（
一
人
の
娼
妓
が
同
時
に
二
人
の
客
を
と
り
廻
っ

て
歩
く
こ
と
）
で
「
通
し
花
」（
一
人
の
客
に
一
人
の
娼
妓
が
つ
き
っ
き
り
で
い
る
こ
と
）

は
取
ら
な
い
と
も
あ
る
。
費
用
は
本
部
屋
が
三
円
三
〇
銭
で
酒
肴
付
、
廻
し
部
屋
は
二
円
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三
〇
銭
で
茶
菓
付
、
い
ず
れ
も
宵
か
ら
一
泊
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
妓
楼
は
、
岩

城
楼
も
含
め
五
軒
で
娼
妓
は
全
部
で
一
五
人
い
る
が
、「
殆
ど
山
形
県
の
女
計
り
」、「
玉

代
は
一
時
間
一
円
」
と
あ
る
。

　

ま
た
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
発
令
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
九
月
六
日
改
正
の

「
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス
ル
件
」（『
山
形
県
警
察
法
規
』）（

（
（

に
は
、
一
等
地
（
山
形
市
、
米

澤
市
、
鶴
岡
市
、
酒
田
町
）
の
娼
妓
揚
代
金
は
、
一
等
一
円
八
〇
銭
、
二
等
一
円
五
〇
銭
、

三
等
一
円
、
二
等
地
（
そ
の
ほ
か
の
町
村
）
は
一
等
一
円
五
〇
銭
、
二
等
一
円
、
揚
代
金

の
う
ち
娼
妓
の
所
得
歩
合
は
一
〇
分
の
五
以
上
、
稼
業
年
限
は
五
年
以
内
、
玉
計
算
簿
は

毎
月
整
理
し
、
楼
主
及
び
娼
妓
認
印
し
警
察
署
長
検
閲
を
受
け
る
、
娼
妓
の
持
ち
部
屋
を

使
用
し
た
者
に
対
し
て
は
玉
代
一
ケ
以
上
を
増
し
て
計
算
す
る
、
貸
座
敷
所
在
の
市
町
村

の
娼
妓
の
外
出
は
届
け
出
と
あ
る
。
楯
岡
町
は
二
等
地
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
『
全
国
遊
廓
案
内
』
と
「
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス
ル
件
」
の
記
述
か
ら
判
断
す

る
と
、
二
等
地
で
あ
る
楯
岡
町
で
は
「
居
稼
ぎ
制
」「
廻
し
制
」
を
と
り
、「
玉
代
は
一
時

間
一
円
」、
娼
妓
揚
代
金
に
は
一
等
、
二
等
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
活
版
で
印
刷
さ
れ
た
「
玉
計
算
簿
」
の
冒
頭
に
は
、次
の
よ
う
な
文
章
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

此
の
玉
計
算
簿
は
娼
妓
の
稼
高
を
表
明
し
娼
妓
の
負
債
へ
月
々
返
消
す
る
決
算
の

證
に
供
す
る
も
の
な
れ
ば
娼
妓
に
於
て
揚
代
の
数
を
判
名
す
る
様
毎
日
記
入
し
前

月
分
の
稼
高
並
負
債
返
消
高
等
決
算
の
上
楼
主
は
照
合
印
を
押
捺
し
て
翌
月
第
一

検
査
日
迄
取
締
へ
差
出
し
所
轄
警
察
の
検
閲
を
受
け
他
日
論
議
に
渡
ら
ざ
る
様
可

致
候
事

　

こ
こ
に
は
「
揚
代
」
と
あ
る
が
、
岩
城
楼
の
「
玉
計
算
簿
」
に
押
印
さ
れ
た
「
玉
」
が

時
間
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と
も
文
字
通
り
の
揚
代
金
、
つ
ま
り
客
一
人
を
示
す
の
か
は

判
然
と
し
な
い
。「
玉
計
算
簿
」
は
、
娼
妓
の
毎
日
の
「
揚
代
」
を
「
玉
」
の
印
で
示
し
、

月
ご
と
の
稼
ぎ
高
（
玉
代
合
計
金
）、楼
主
取
得
金
、娼
妓
所
得
金
、負
債
が
ど
れ
だ
け
減
っ

た
か
な
ど
を
計
算
し
、
楼
主
が
照
合
印
を
押
捺
し
、
翌
月
の
第
一
検
査
日
ま
で
に
差
出
し
、

警
察
の
検
閲
を
受
け
る
た
め
の
帳
簿
で
あ
っ
た
。

　

用
紙
は
活
版
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
登
録
ノ
日
、
満
期
ノ
日
、
年
限
、
原
籍
地
、
娼

妓
名
、
生
年
月
日
、
前
借
金
、
そ
し
て
昭
和
何
年
何
月
分
、
玉
代
合
計
金
、
内
訳
（
楼
主

所
得
金
、
娼
妓
所
得
金
）
の
部
分
は
、
手
書
き
で
記
入
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

残
っ
て
い
る
の
は
三
人
の
娼
妓
（
表
１
）
の
「
玉

計
算
簿
」
で
あ
る
。
な
お
娼
妓
の
氏
名
に
つ
い
て
は

姓
を
除
き
名
の
み
、
原
籍
地
に
つ
い
て
は
大
字
ま

で
を
表
記
す
る
。
一
人
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正

一
四
）
四
月
一一
日
に
登
録
さ
れ
た
秋
田
県
雄
勝
郡

三
輪
村
黒
沢
の
□
□
テ
ル
（
一
九
〇
七
年
［
明
治

四
〇
］
四
月
一
日
生
）、
源
氏
名
は
三
好
、
前
借

金
は
一一
三
四
円
五
六
銭
。
二
人
目
は
、
一
九
二
七

年
（
昭
和
二
）
一
月
三
一
日
に
登
録
さ
れ
た
山
形

県
北
村
山
郡
尾
花
沢
町
大
字
尾
花
沢
の
□
□
チ
ヨ

（
一
九
〇
九
年
［
明
治
四
二
］
一
月
四
日
生
）、
源

氏
名
は
照
葉
、
前
借
金
は
一
一
〇
〇
円
。
三
人
目

は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
六
月
二
日
に
登
録

さ
れ
た
北
村
山
郡
竈
澤
村
大
字
冨
山
の
□
□
シ
ゲ

ヨ
（
一
九
〇
九
年
［
明
治
四
二
］
三
月
二
五
日
生
）、

源
氏
名
は
シ
ケ
ヨ
、
前
借
金
は
一
四
七
〇
円
。
三

人
と
も
一
八
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
、
六
年
間
の
年

季
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
八
歳
で
の
登

録
の
背
景
に
は
、
娼
妓
に
な
れ
る
年
齢
は
一
八
歳

以
上
と
す
る
、一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）一
〇
月
、

内
務
省
令
（
四
四
号
）「
娼
妓
取
締
り
規
則
」
が

あ
っ
た
。
三
人
と
も
満
年
齢
一
八
歳
で
娼
妓
と
し

て
登
録
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
一
八
歳
に
な
る
の
を

待
ち
構
え
て
娼
妓
と
す
る
親
の
事
情
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
な
お
、
年
季
は
六
年
、
二
四
歳
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
内
務
省
警
保
局
編
『
公
娼
と
私

娼
』（
一
九
三
一
年
）
に
は
、
山
形
県
の
場
合
、
昭

和
二
年
の
「
娼
妓
待
遇
改
善
」
の
訓
令
で
「
稼
業

期
間
は
最
長
六
年
」
と
し
た
と
あ
る
。

氏名 源氏名 生年月日 原籍地 登録の日 満期の日 年季（年齢） 前借金

□□テル 三好
1907年（明治40）
4月1日

秋田県雄勝郡三輪村黒沢
（現：羽後村）

1925年（大正14）
4月11日

1931年（昭和6）
4月10日

72ヵ月(18~24歳） 1134円56銭

□□チヨノ 照葉
1909年（明治42）
1月4日

山形県北村山郡尾花沢
（現：尾花沢市）

1927年（昭和2）
1月31日

1933年（昭和8）
1月31日

同前 1100円

□□シゲヨ シケヨ
1909年（明治42）
3月25日

山形県北村山郡竈澤（蟹
澤ヵ）村大字富山（現：東
根市）

1927年（昭和2）
6月2日

1933年（昭和8）
6月1日

同前 1470円

表 1　「玉計算簿」掲載の娼妓名

注：娼妓の氏名については姓を除き名のみ、原籍地については大字までを記す。
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「
玉
計
算
簿
」
に
は
、
三
好
に
つ
い
て
は
昭
和
二
年
二
月
か
ら
昭
和
五
年
一
月
ま
で
、

照
葉
に
つ
い
て
は
昭
和
二
年
二
月
か
ら
昭
和
四
年
七
月
ま
で
、
シ
ケ
ヨ
に
つ
い
て
は
昭
和

二
年
六
月
か
ら
昭
和
五
年
二
月
ま
で
の
稼
ぎ
高
と
負
債
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば

「
玉
計
算
簿
」
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
三
人
の
娼
妓
の
、
し
か
も
年
季
の
お

よ
そ
半
分
の
三
年
か
ら
四
年
の
記
録
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
、
そ
こ
に
並
ぶ
の
は
「
玉
」
の

印
鑑
と
、
一
見
無
味
乾
燥
に
見
え
る
費
目
と
数
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
断
片
的
と

は
い
え
、
こ
れ
ら
が
、
東
北
の
小
さ
な
妓
楼
に
生
き
た
娼
妓
た
ち
の
生
き
た
痕
跡
で
あ
る

こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
を
、

一
人
ひ
と
り
の
個
人
と
結
び
つ
い
た
史
料
、
娼
妓
た
ち
の
生
き
た
痕
跡
を
示
す
史
料
と
し

て
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
「
玉
計
算
簿
」
と
い
う

史
料
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
前
借
金
制
度
の
仕
組
み
と
娼
妓
た
ち
の
生
に
近
づ
く
手
が
か

り
が
浮
か
び
上
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

二　

娼
妓
た
ち
の
出
自
と
勤
め

　
『
全
国
遊
廓
案
内
』
に
は
、
楯
岡
町
の
娼
妓
の
大
半
は
山
形
出
身
と
あ
る
。
岩
城
楼
の
三
人

の
う
ち
二
人
も
、
山
形
の
、
し
か
も
楯
岡
町
と
同
じ
北
村
山
郡
の
出
身
で
あ
る
。
ち
な
み
に

岩
城
楼
の
「
万
手
扣
帳
」（
大
正
四
年
一
一
月
～
大
正
九
年
五
月
）
に
は
「
大
正
九
年
一
月

三
一
日
取
極
め
」
と
し
て
西
郷
村
大
字
山
口
（
現
・
村
山
市
）
の
□
□
亀
次
郎
の
次
女
、
□

□
雪
江
を
一
ヶ
年
七
五
円
と
決
め
、
う
ち
三
七
円
五
〇
銭
を
前
借
金
と
し
て
渡
し
た
こ
と
、

ま
た
世
話
人
□
□
徳
次
に
手
数
料
五
円
を
渡
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
娘
も
ま
た
、

楯
岡
町
近
郊
の
村
出
身
で
あ
る
。
一
年
の
給
金
の
お
よ
そ
半
分
を
前
借
金
と
し
て
渡
し
た
と

の
記
述
か
ら
、
現
金
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
親
に
と
っ
て
娘
を
売
る
こ
と
は
、
現
金
を
得
る

一
つ
の
手
段
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
娼
妓
を
雇
う
に
あ
た
っ
て
は
、「
世
話
人
」
が
介

在
し
、
世
話
人
に
は
「
手
数
料
」
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
「
玉
計
算
簿
」
に
は
毎
月
の
楼
主
所
得
金
、
娼
妓
所
得
金
、
勤
め
た
日
数
、
玉
数
、
前

借
金
繰
越
賃
金
、
差
引
残
金
、
利
子
、
元
利
合
計
金
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
２
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
娼
妓
別
の
決
算
を
示
し
た
。
ま
た
、
記
載
内
容
の
実
例
と
し
て
、
図
１
に
、
シ
ケ

ヨ
の
昭
和
二
年
一
二
月
分
を
あ
げ
た
。
こ
の
月
、
シ
ケ
ヨ
の
勤
め
日
数
は
二
四
日
間
、
玉

の
数
は
六
〇
、
玉
代
合
計
は
六
〇
円
と
あ
り
、
玉
一
つ
は

一
円
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
二
年
の
「
娼
妓
待
遇

改
善
ニ
関
ス
ル
件
」
に
は
、「
二
等
地
」
で
あ
る
楯
岡
町

の
揚
げ
代
金
は
一
等
一
円
五
〇
銭
、
二
等
一
円
と
あ
る
か

ら
、
シ
ケ
ヨ
は
じ
め
岩
城
楼
の
三
人
の
娼
妓
は
、
い
ず
れ

も
二
等
の
娼
妓
だ
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
玉
代
か
ら
は
、

本
部
屋
と
廻
し
の
区
別
は
不
明
で
あ
る
。

　
シ
ケ
ヨ
の
玉
数
を
見
る
と
、
こ
の
月
で
、
最
も
「
玉
」
の

数
が
多
い
の
は
一
二
月
二
二
日
で
、
欄
か
ら
食
み
出
さ
ん
ば

か
り
に
「
玉
」
の
印
が
一
〇
押
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

玉
が
一
円
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
こ
れ
が
一
〇
時
間
、

一
〇
人
い
ず
れ
を
意
味
す
る
の
か
、
本
部
屋
な
の
か
、
廻
し

な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
一
〇
時
間
で
あ
れ
、

一
〇
人
で
あ
れ
、「
玉
」
の
数
一
〇
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

夜
の
勤
め
の
過
酷
さ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
月

の
楼
主
所
得
金
は
三
六
円
、
娼
妓
所
得
金
は
二
四
円
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
前
借
金
繰
越
金
は
一
四
五
五
円
七
〇

銭
、
そ
こ
か
ら
娼
妓
取
得
金
二
四
円
を
引
き
、
差
引
残
金

一
四
三
一
円
七
〇
銭
、
そ
れ
に
年
六
分
の
利
子
七
円
一
五

銭
を
加
え
、
元
利
合
計
金
は
一
四
三
八
円
八
五
銭
と
な
っ

て
い
る
。
昭
和
一
一
年
改
正
の
「
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス
ル

件
」
に
は
揚
げ
代
金
に
対
す
る
娼
妓
の
所
得
割
合
は
五
割

以
上
、
前
借
金
の
利
子
は
年
四
分
以
下
と
さ
れ
た
が
、
岩

城
楼
の
場
合
、
揚
げ
代
金
に
対
す
る
娼
妓
の
所
得
割
合
は

四
割
と
低
く
、
逆
に
前
借
金
の
利
子
は
、
年
六
分
と
高
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
借
金
の
精
算
方
法
と
し
て
、
娼
妓
の

所
得
の
「
五
分
ノ
四
以
上
ヲ
充
テ
」
と
あ
り
五
分
の
一
程

度
は
娼
妓
の
手
元
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
分
か
ど
う

か
、
現
金
支
給
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
、
ご
く
少

番号 源氏名 「玉計算簿」記入期間 前借金 現金支給
玉数

（稼ぎ高）
楼主所得金 娼妓所得金

勤め日数
（月平均）

差引残金
利子

（年6歩）
前借金残金

（全体のパーセント）

1 三好 昭和2年2月~5年1月 1134円50銭 20円35銭 1439 868円71銭 597円91銭 735（21日） 702円10銭 11円7銭 713円70銭(62.9％）

2 照葉 昭和2年2月~4年7月 1300円 16円5銭 787 480円40銭 298円60銭 422(15日） 1160円61銭 10円40銭 1171円1銭（90.0％）

3 シケヨ 昭和2年6月~5年2月 1470円 10円5銭 1184 789円62銭 526円82銭 616(18日） 1151円79銭 12円 1163円79銭(79.2％）

表 2　「玉計算簿」記載の娼妓別決算
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図 1. 1　シケヨ「玉計算簿」1927 年（昭和 2）12 月分（左） 

図 1. 2　シケヨ「玉計算簿」1927 年（昭和 2）12 月分決算（右）
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額
で
あ
る
。
娼
妓
か
ら
す
れ
ば
岩
城
楼
は
条
件
の
悪
い
妓
楼
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ

こ
に
は
娼
妓
、
楼
主
共
に
「
認
印
」
は
な
い
。

　

毎
日
の
玉
の
数
、
娼
妓
所
得
金
、
前
借
金
の
残
高
を
確
認
す
る
玉
計
算
簿
は
、
娼
妓

に
、
玉
の
数
が
多
け
れ
ば
所
得
金
が
増
え
前
借
金
も
減
る
が
、
休
ん
で
玉
の
数
が
少
な
け

れ
ば
娼
妓
所
得
金
も
減
り
、
逆
に
前
借
金
が
増
加
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
勤
め
に
励

ま
な
け
れ
ば
借
金
が
増
え
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
確
認
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
人

見
は
、
稼
ぎ
高
を
毎
日
計
算
し
、
決
ま
っ
た
様
式
に
記
入
し
、
数
値
化
さ
れ
た
成
績
を
見

せ
つ
け
る
仕
組
み
は
、「
た
く
さ
ん
稼
ぐ
こ
と
の
出
来
る
娼
妓
に
は
目
標
に
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
相
当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
だ
ろ
う
」（

（
（

と
推
測
し

て
い
る
。「
玉
計
算
簿
」
か
ら
も
、
玉
が
多
け
れ
ば
所
得
が
増
え
前
借
金
が
減
る
こ
と
に

安
堵
し
、
病
気
で
休
み
所
得
も
な
く
な
れ
ば
前
借
金
繰
越
賃
金
が
増
え
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
と
、
安
堵
と
不
安
、
二
つ
の
感
情
の
間
を
揺
れ
動
く
娼
妓
の
心
情
が
透
け
て
見
え
る
。

前
借
金
と
い
う
仕
組
み
や
「
玉
計
算
簿
」
は
、
娼
妓
た
ち
を
遊
廓
で
の
勤
め
に
心
身
と
も

に
拘
束
し
て
い
く
装
置
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
一
人
ひ
と
り
の
娼
妓
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
三
好
で
あ

る
。
三
好
の
前
借
金
は
、
昭
和
二
年
二
月
段
階
で
一
一
三
四
円
五
〇
銭
で
あ
る
。
こ
れ

は
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
）
の
価
値
に
換
算
す
る
と
六
九
五
万
八
二
二
円
、
お
よ
そ

七
〇
〇
万
円
に
な
る（

（1
（

。
そ
し
て
「
玉
計
算
簿
」
の
最
後
の
記
載
、
昭
和
五
年
一
月
に
は
、

四
二
一
円
減
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
七
一
三
円
七
〇
銭
残
っ
て
お
り
、
年
季
の
お
よ
そ
半
分

の
三
年
を
終
え
て
よ
う
や
く
前
借
金
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
減
っ
た
計
算
に
な
る
。
三

人
の
娼
妓
の
な
か
で
既
に
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
か
ら
岩
城
楼
で
娼
妓
と
し
て
働
い

て
い
た
三
好
の
前
借
金
残
金
は
も
っ
と
も
低
く
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
稼
ぐ
こ
と
が
出
来
れ

ば
六
年
の
年
季
で
前
借
金
の
返
済
は
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
好
の
〔
三
好
覚
帳
〕

に
は
、
三
好
の
持
ち
物
と
思
わ
れ
る
宝
珠
、
香
合
、
青
盆
、
竹
鳳
、
耳
付
丸
壷
な
ど
の
記

載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
部
屋
の
調
度
品
と
思
わ
れ
る
。「
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス
ル
件
」

に
は
、「
持
ち
部
屋
を
使
用
し
た
者
に
は
、
玉
代
一
ケ
以
上
を
増
し
て
計
算
す
る
」
と
あ

る
が
三
好
に
は
持
ち
部
屋
が
あ
り
、
持
ち
部
屋
を
使
う
こ
と
で
、
そ
の
分
、
玉
代
を
稼
ぐ

こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

照
葉
の
場
合
は
、
昭
和
二
年
二
月
の
前
借
金
が
一
三
〇
〇
円
、
二
〇
一
二
年
の
価
値
に
換

算
し
七
九
七
万
六
八
〇
円
、
約
八
〇
〇
万
円
に
な
る
。
最
終
的
に
照
葉
の
前
借
金
は
、
お

よ
そ
二
年
半
の
年
季
を
終
え
た
昭
和
四
年
七
月
に
一
一
七
一
円
一
銭
と
、
一
二
九
円
し
か
減
っ

て
い
な
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、「
全
休
」
と
記
さ
れ
た
月
が
五
ヵ
月
に
及
ん
で
い
る
こ
と

に
よ
る
。
照
葉
は
契
約
し
た
昭
和
二
年
二
月
の
玉
数
は
四
八
で
、
娼
妓
と
し
て
勤
め
始
め

て
ひ
と
月
に
も
満
た
な
い
二
月
二
八
日
に
は
玉
数
八
を
稼
い
で
い
る
。
ま
た
翌
三
月
は
玉
数

二
四
と
、
二
か
月
に
七
四
の
玉
を
稼
ぐ
も
の
の
、
三
月
後
半
に
は
休
み
が
ち
に
な
り
、
つ
い

に
四
月
、
五
月
の
二
か
月
間
は
「
全
休
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。
そ
の
後
、
再
び
六
月

か
ら
翌
昭
和
三
年
四
月
ま
で
一
〇
ヵ
月
間
で
四
七
八
の
玉
数
を
稼
ぐ
が
、
五
月
か
ら
八
月
ま

で
の
四
ヵ
月
間
、
再
び
「
全
休
」
と
な
る
。
こ
の
二
度
の
「
全
休
」
は
、
お
そ
ら
く
病
気
の

た
め
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
全
休
」
で
も
利
子
だ
け
は
つ
く
。
一
度
目
の
「
全
休
」
の
際
は
、

前
借
金
よ
り
も
多
い
一
三
〇
〇
円
五
一
銭
の
借
金
と
な
っ
て
い
る
。
二
度
目
の
と
き
は
、「
全

休
」
の
前
に
、
前
借
金
は
一
一
八
九
円
七
七
銭
ま
で
減
少
す
る
が
、「
全
休
」
あ
け
に
は

一
二
一
三
円
七
一
銭
に
増
加
し
て
い
る
。「
全
休
」
だ
と
娼
妓
所
得
は
「
ナ
シ
」
だ
が
、
利
子

は
加
算
さ
れ
て
い
く
た
め
前
借
金
は
増
加
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
二
年
半
の
年
季
を
終
え
て

前
借
金
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
減
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
六
年
の
年
季
を
終
え
た

時
点
で
、
照
葉
が
前
借
金
を
返
せ
る
見
通
し
は
、
ほ
ぼ
な
い
に
等
し
い
。

　

三
人
目
の
シ
ケ
ヨ
の
昭
和
二
年
六
月
の
前
借
金
は
一
四
七
〇
円
、
二
〇
一
二
年
の
価
値

に
換
算
す
る
と
九
〇
一
万
九
九
二
〇
円
、
お
よ
そ
九
〇
二
万
円
と
な
り
、
三
人
の
娼
妓
の

な
か
で
も
っ
と
も
多
い
。
シ
ケ
ヨ
の
昭
和
三
年
一
〇
月
の
玉
数
は
一
〇
七
。
こ
の
月
は
四

日
間
一
日
に
六
の
玉
、
五
日
間
一
日
に
五
の
玉
を
稼
い
で
い
る
。
ま
た
昭
和
四
年
四
月

に
は
四
日
間
、
連
日
四
の
玉
、
五
月
に
は
一
〇
日
間
、
連
日
四
か
ら
五
の
玉
を
稼
い
で
い

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
過
酷
な
勤
め
を
続
け
た
せ
い
か
、
一
〇
月
に
は
玉
の
数
は
わ
ず

か
一
と
な
り
、
一
一
月
、
一
二
月
の
二
か
月
間
は
つ
い
に
「
全
休
」
と
な
っ
て
い
る
。
シ

ケ
ヨ
は
昭
和
五
年
二
月
の
前
借
金
は
二
年
二
カ
月
の
年
季
を
勤
め
る
な
か
で
二
一
パ
ー
セ

ン
ト
減
っ
た
一
一
六
三
円
七
九
銭
と
な
る
。
と
は
い
え
、
年
季
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
終
え

て
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
い
う
数
値
か
ら
す
る
と
、
六
年
の
年
季
を
終
え
て
も
シ
ケ
ヨ
が

前
借
金
を
返
せ
る
か
ど
う
か
、
覚
束
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
人
の
娼
妓
の
中
で
「
全
休
」
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
三
好
の
み
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
三
好
も
昭
和
四
年
一
一
月
に
勤
め
た
の
は
二
三
日
ま
で
の
一
五
日
の
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み
で
、
二
四
日
以
降
は
休
み
、
翌
一
二
月
も
一
七
日
ま
で
休
み
と
、
休
み
が
二
四
日
間
続

き
体
調
不
良
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
三
人
の
娼
妓
の
勤
め
の
様
相
か
ら
は
、
娼
妓
た
ち

の
勤
め
が
、
そ
の
身
体
を
蝕
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

　
　

三　

娼
妓
た
ち
の
社
会
的
背
景

　

岩
城
楼
が
あ
り
、
照
葉
、
シ
ケ
ヨ
の
出
身
地
で
あ
る
北
村
山
郡
の
状
況
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
調
査
が
あ
る
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
行
わ
れ
た
山
形
県
最
上
郡
西
小
西
村

娼
妓
出
稼
実
状
調
査
「
農
村
疲
弊
と
子
女
売
買
問
題
」
が
そ
れ
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
西
小
西

村
（
現
・
最
上
町
）
は
、
北
村
山
郡
の
南
に
接
す
る
村
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
昭

和
二
年
一
一
月
調
べ
の
北
村
山
郡
の
総
人
口
は
一
〇
万
一
四
二
三
人
、
娼
妓
稼
ぎ
中
の
者

は
一
九
六
人
（
県
内
八
八
、
県
外
一
〇
九
）
で
総
人
口
対
比
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
山

形
県
各
郡
市
中
一
位
の
最
上
郡
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
で
二
位
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
調
査
に
は
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
、「
娼
妓
に
「
売
ら
れ
る
」
と
い
う
観

念
が
一
般
的
」
で
あ
り
、「
娼
妓
が
幾
何
か
の
金
銭
を
前
借
し
て
稼
業
に
従
事
し
て
居
る

と
い
ふ
考
は
、
少
な
く
と
も
常
識
的
で
は
な
い
」
し
、「
座
敷
業
を
営
む
楼
主
に
よ
つ
て
、

売
淫
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
て
居
る
と
い
ふ
奴
隷
的
境
遇
に
居
る
も
の
と
の
観
念
を
有
す
る

の
が
常
識
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
確
か
に
「
玉
計
算
簿
」
か
ら
は
、
前
借
金
を
返
す
に
は

多
く
の
玉
を
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
休
め
ば
利
子
が
膨
ら
ん
で
い
く
と
い
う
、
ま
さ
に

「
身
売
り
」
と
し
か
表
現
で
き
な
い
過
酷
な
労
働
環
境
が
見
え
て
く
る
。

さ
ら
に
調
査
で
は
、
西
小
国
村
で
多
数
の
娼
妓
が
出
る
原
因
と
し
て
、
零
細
小
作
農

が
激
増
し
つ
つ
あ
る
な
ど
の
経
済
的
要
因
、
江
戸
時
代
に
は
羽
州
街
道
の
新
庄
の
一
つ
手

前
の
宿
場
で
あ
り
、
旅
人
を
「
饗
応
す
る
の
に
そ
の
娘
を
以
て
な
し
」
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
娼
妓
稼
業
の
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
な
い
」
こ
と
、ま
た
「
却
っ

て
娼
妓
に
な
っ
て
家
を
一
時
の
困
窮
か
ら
救
っ
た
こ
と
は
「
孝
行
娘
」
と
し
て
賞
賛
」
さ

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
周
旋
屋
」
の
存
在
と
い
っ
た
「
社
会
的
乃
至
文
化
的
原
因
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
楯
岡
も
羽
州
街
道
の
宿
駅
、
娼
妓
の
一
人
、
三
好
の
出
身
地
も
、
本
庄

街
道
の
宿
駅
で
あ
る
。
こ
れ
ら
近
世
以
来
の
宿
場
と
飯
盛
女
の
存
在
と
い
う
歴
史
と
娼
妓

の
出
身
地
と
は
関
係
し
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
点
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。

図 2　照葉「玉計算簿」1927 年（昭和２）5 月
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ま
た
『
恐
慌
下
の
東
北
農
村
』
に
よ
れ
ば
、
山
形
県
の
芸
娼
妓
酌
婦
紹
介
人
員
は
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、三
六
二
人
、一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、二
九
三
人
、一
九
三
四
（
昭

和
九
）
年
、
四
二
八
人
と
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
娼
妓
と
な
る
娘
の
増
加
を
示
す
。
し
か

も
恐
慌
下
の
東
北
農
村
の
な
か
で
も
、最
上
郡
、北
村
山
郡
は
被
害
激
甚
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、

山
形
県
全
体
の
う
ち
最
上
郡
は
減
収
割
合
が
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
多
、
北
村
山
郡
は
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
。
ま
た
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
末
現
在
の
「
警
視
庁
管
下

の
芸
娼
妓
雇
女
出
生
府
県
別
調
」
に
よ
れ
ば
、
東
北
出
身
者
が
全
体
の
二
六・四
パ
ー
セ
ン
ト

を
し
め
、
な
か
で
も
山
形
県
は
最
も
多
く
七・六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

さ
ら
に
、『
日
本
労
働
年
鑑
』（

（1
（

に
掲
載
さ
れ
た「
玉
計
算
簿
」と
重
な
る
一
九
二
七
年（
昭

和
二
）
か
ら
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
の
「
警
察
統
計
報
告
ニ
拠
ル
」「
貸
座
敷
、
娼
妓

及
び
芸
妓
数
」
を
見
る
と
、
こ
の
四
年
間
で
山
形
県
の
娼
妓
総
数
は
一
九
九
六
人
、
遊
客

数
は
八
五
二
、二
〇
五
人
と
、
娼
妓
一
人
あ
た
り
の
遊
客
は
四
二
六
人
。
ま
た
一
九
二
七

年
か
ら
二
九
年
の
『
山
形
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
年
間
で
楯
岡
署
管
内
の
娼
妓

総
数
は
八
〇
人
、「
遊
里
客
数
」
は
一
九
〇
五
七
人
と
、
娼
妓
一
人
当
た
り
二
二
八
人
の

遊
客
を
相
手
に
し
た
計
算
に
な
る（

（1
（

。
娼
妓
一
人
ひ
と
り
の
背
後
に
は
多
く
の
買
う
男
が

い
た
。「
玉
計
算
簿
」
も
、
こ
う
し
た
女
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
と
の
関
り
で
捉
え
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
山
形
県
の
貸
座
敷
業
は
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
三
七
年

（
昭
和
一
二
）以
降
、戦
時
経
済
政
策
の
強
化
の
な
か
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
り
、

楯
岡
町
の
遊
廓
も
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
に
は
、
す
べ
て
廃
業
に
至
る（

（1
（

。

　
　

お
わ
り
に

　
「
玉
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
美
し
い
も
の
大
切
な
も
の
と
い
う
意
味
あ
い
が
あ
る
と
同

時
に「
玉
砕
」と
い
う
よ
う
に
残
酷
な
現
実
を
覆
い
隠
す
意
味
合
い
も
あ
る
。「
玉
計
算
簿
」

は
、
美
し
い
「
玉
」
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
娼
妓
た
ち
を
過
酷
な
稼
ぎ
に
巻
き
込
む
装

置
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

　
「
遊
廓
・
遊
所
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（

（1
（

の
、
お
も
に
『
日
本
遊
里
史
』（
一
九
二
九
年
［
昭

和
四
］）
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
山
形
県
内
貸
座
敷
指
定
地
一
覧
」（
遊
廓
所
在
地
）
に
よ

れ
ば
山
形
県
の
遊
廓
は
二
六
カ
所
、
妓
楼
の
数
は
一
五
〇
、
娼
妓
数
は
八
三
三
人
を
数
え
る
。

一
九
二
九
年
だ
か
ら
、
妓
楼
に
は
岩
城
楼
も
、
娼
妓
数
に
は
三
好
、
照
葉
、
シ
ゲ
ヨ
も
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
形
県
の
妓
楼
に
は
昭
和
二
年
か
ら
「
玉
計
算
簿
」
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
妓
楼
で
は
八
三
三
人
の
「
玉
計
算
簿
」
が

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
玉
計
算
簿
」
の
史
料
収
集
と
史
料
読
解
を
す
す
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
は
じ
め
に
」
に
述
べ
た
前
借
金
、
年
期
制
と
い
う
人
身
売
買
の
内
実
や
娼
妓
の
ラ

イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
迫
ろ
う
と
す
る
遊
廓
研
究
に
連
な
る
研
究
成
果
が
期
待
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
の
日
本
近
代
史
研
究
で
は
、
娘
の
身
売
り
と
関
わ
っ
て
女
工
に
は

強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
厚
い
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
娼
妓
へ
の
関
心
は
総
じ
て
低

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
製
紙
女
工
が
た
ど
た
ど
し
い
筆
づ
か
い
で
し
た
た
め
た

証
書
は
何
を
語
る
の
か
と
い
う
、
女
工
自
身
が
書
い
た
一
次
史
料
へ
の
注
目
と
印
象
的
な

問
い
か
ら
始
ま
る
中
村
政
則
の
『
労
働
者
と
農
民
』（

（1
（

で
は
、
支
度
金
、
前
借
金
で
金
縛
り

に
な
り
、
自
分
の
意
思
で
工
場
を
選
ぶ
自
由
も
な
い
女
工
を
、
戦
前
の
労
働
者
の
生
活
と

労
働
の
実
態
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
。
一
方
で
、
昭
和
九
年
に
東
北
農
村
を
お

そ
っ
た
大
凶
作
と
の
関
り
で
娼
妓
に
売
ら
れ
た
娘
を
め
ぐ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
も
触
れ

る
。
さ
ら
に
村
山
地
方
の
村
役
場
史
料
か
ら
見
出
し
た
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
一
二
月

調
査
の
「
他
府
県
ニ
於
テ
芸
娼
妓
酌
婦
等
ニ
従
事
ス
ル
本
県
出
生
婦
女
調
」
を
取
り
上
げ
、

こ
の
年
、
山
形
県
で
は
芸
妓
四
三
七
人
、
娼
妓
二
〇
二
八
人
、
酌
婦
一
四
七
九
人
、
そ
の

他
一
一
二
六
人
、
う
ち
半
分
に
近
い
二
一
九
四
人
が
東
京
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
東
北
農
村
の
窮
乏
を
物
語
る
事
柄
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
娼
妓
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

実
は
、
多
く
は
自
小
作
・
小
作
農
民
の
娘
で
あ
る
女
工
と
娼
妓
に
は
、
前
借
金
と
「
家
」

へ
の
拘
束
、
寄
宿
舎
や
妓
楼
へ
の
囲
い
込
み
、
過
酷
な
労
働
に
よ
る
健
康
破
壊
、
さ
ら
に

は
細
井
和
喜
蔵
が
『
女
工
哀
史
』（

（1
（

 

の
な
か
で
描
い
た
よ
う
に
女
工
も
ま
た
性
的
存
在
と

し
て
眼
差
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
細
井
は
ま
た
、「
公
娼
の
前

職
業
が
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
紡
績
女
工
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計
」
が
あ
る
が
、
こ
の
統
計
に

は
「
私
娼
の
こ
と
が
出
て
い
な
い
か
ら
、
私
の
推
定
と
し
て
は
、
淫
売
婦
の
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
が
女
工
の
成
れ
の
果
て
だ
と
思
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
女
工
た
ち
は
娼
妓
の
供
給

源
で
も
あ
っ
た
。
女
工
か
ら
娼
妓
へ
の
背
景
に
は
、
細
井
が
指
摘
す
る
「
堕
落
す
ま
い
と

一
生
懸
命
心
を
ひ
き
し
め
て
い
る
」
女
工
に
対
す
る
男
工
や
工
場
監
督
に
よ
る
性
の
蹂
躙
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注（
1
） 

人
見
佐
知
子
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困
難
だ
っ
た
の
か
―
大
和
郡
山
洞
泉
寺
遊
廓
を
事
例

に
―
」（『
歴
史
科
学
』
二
五
一
号
、
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）、「
娼
妓
か
ら

見
た
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
―
周
旋
業
者
・
借
金
・
梅
毒
」（
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
紀
要
『
民
俗

文
化
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）。

（
2
） 

斉
藤
俊
江
「
飯
田
遊
廓
と
娼
妓
の
生
活
」（
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
２　

近

世
か
ら
近
代
へ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
3
） 

人
見
「
娼
妓
の
前
借
金
返
済
は
な
ぜ
困
難
だ
っ
た
の
か
―
大
和
郡
山
洞
泉
寺
遊
廓
を
事
例
に
―
」

前
掲
。

だ
け
で
な
く
、
解
雇
に
よ
る
失
業
と
い
う
事
態
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　
「
昭
和
三
年
の
歳
の
暮
も
押
し
迫
っ
た
或
る
日
」、
楯
岡
駅
（
現
・
村
山
駅
）
と
思
わ
れ

る
「
山
形
市
を
去
る
北
方
六
里
の
T
と
い
う
小
駅
」
で
の
、
売
ら
れ
て
ゆ
く
娘
た
ち
と
見

送
り
の
家
族
で
混
雑
す
る
様
子
を
記
し
た
『
村
里
生
活
記
』
は
、
そ
れ
ら
「
売
ら
れ
ゆ
く

農
村
の
子
女
」
の
多
く
が
数
年
の
う
ち
に
「
性
病
に
、
或
い
は
肺
癆
に
罹
り
、
ま
た
私
生

兒
を
抱
へ
て
貧
し
い
村
々
に
帰
」
り
、そ
の
こ
と
が
「
悲
惨
な
女
工
を
産
出
し
た
農
村
に
、

今
度
は
賤
業
婦
を
生
産
す
る
段
階
を
踏
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

 

。

　

し
か
し
、
中
村
の
み
な
ら
ず
日
本
近
代
史
研
究
で
は
、
女
工
へ
の
関
心
の
一
方
で
、
娼

妓
へ
の
関
心
は
低
く
、
ま
た
女
工
と
娼
妓
を
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
性
へ
の
関
心
の
低
さ
の
み
な
ら
ず
、
非
日
常
の
性
と

日
常
の
性
を
区
別
す
る
意
識
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
確
か
に
、
遊
廓
と
い
う
場

は
、
性
を
買
う
男
の
側
か
ら
す
れ
ば
非
日
常
だ
っ
た
ろ
う
が
、
性
を
売
る
娼
妓
か
ら
す
れ

ば
性
を
売
る
日
常
こ
そ
が
生
き
る
た
め
の
日
常
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
だ
が
、
娼
妓
た
ち
に
も
遊
廓
に
入
る
前
の
家
で
の
生
活
や
女
工
と
し
て
の
生
活
が
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
一
次
史
料
を
用
い
て
、
娼
妓
と
「
家
」
の
関
係
を
始
め
、

娼
妓
の
心
身
を
拘
束
す
る
人
身
売
買
の
構
造
と
生
き
る
た
め
に
な
さ
れ
た
娼
妓
の
営
み
や

娼
妓
の
心
情
が
絡
み
合
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
時
間
軸
も
含
め

た
様
々
な
関
係
性
の
も
と
で
、
さ
ら
に
広
く
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

史
料
紹
介
が
そ
う
し
た
研
究
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(

4)

こ
こ
に
は
、岡
山
大
学
附
属
図
書
館
の
（
仮
）
の
資
料
名
を
あ
げ
た
。
な
お
、こ
こ
で
の
「
遊
廓
」
は
、

貸
座
敷
業
（
性
売
買
）
営
業
が
許
可
さ
れ
た
地
域
（
貸
座
敷
免
許
地
）
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、「
遊

廓
岩
城
楼
」
は
、「
妓
楼
岩
城
楼
」
あ
る
い
は
「
貸
座
敷
岩
城
楼
」
と
す
る
方
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。

(

5
） 

人
見
、
前
掲
注
（
３
）。

（
6
） 『
全
国
遊
廓
案
内
』
日
本
遊
覧
社
、
一
九
三
〇
年
。

（
7
）
大
戸
忠
吾
「
旦
那
衆
の
立
附
米
」『
村
山
市
郷
土
史　

研
究
会
会
報
』
三
一
号
、
村
山
市
郷
土
研
究

会
、
二
〇
〇
六
年
、『
村
山
あ
る
ぐ
べ
絵
図
』
村
山
市
建
設
課
、
楯
岡
地
区
都
市
再
生
協
議
会
作
成
、

二
〇
一
五
年
。　

（
8
） 「
娼
妓
待
遇
改
善
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
二
七
年
一
月
、
山
形
県
警
察
部
編
『
山
形
県
警
察
法
規
』、

帝
国
地
方
行
政
学
編
、
一
九
四
〇
年
所
収
、
な
お
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
昭
和
一
一
年
改

正
の
も
の
で
あ
る
。
改
正
前
の
昭
和
二
年
の
「
稼
業
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
の
調
査
に

も
と
づ
く
『
公
娼
と
私
娼
』（
一
九
三
一
年
）
に
記
述
が
あ
る
。
と
も
に
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
9
） 

人
見
、
前
掲
注
（
３
）。

（
10
） 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_

view&id=1000156795

（
11
） 

松
宮
一
也
、
橋
本
成
之
「
農
村
疲
弊
と
子
女
売
買
問
題
」（
山
形
県
最
上
郡
西
小
国
村
娼
妓
出

稼
実
状
調
査
）、『
買
売
春
問
題
資
料
集
成
〔
戦
前
編
〕
第
五
巻　

廃
娼
運
動
編
Ⅴ
（
一
九
三
二
～

一
九
三
五
）』
不
二
出
版
一
九
九
七
年
。

（
12
） 

楠
本
雅
弘
編
『
日
本
近
代
農
政
史
料
集
成
③　

凶
荒
下
の
東
北
農
村　

上
巻
』（
不
二
出
版
、

一
九
八
四
年
）。

（
13
） 大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
一
〇
集
／
一
九
二
九
年
版
～
第
一
三
集
／
一
九
三
二
年
版
。

（
14
）『
山
形
県
統
計
書
』
昭
和
二
年　
第
四
編　
山
形
県
知
事
室
官
房
統
計
課
編
、
一
九
二
九
年
、
同
、
昭
和

三
年　
第
四
編　
山
形
県
知
事
室
官
房
統
計
課
編
、
一
九
三
〇
年
、
同
、
昭
和
四
年　
第
四
編　
山
形
県

知
事
室
官
房
統
計
課
編
、
一
九
三
一
年
。

（
15
）　
『
廓
清
』
二
八
（
九
）、
一
九
三
八
年
。

（
16
） 「
遊
廓
・
遊
所
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
遊
郭
社
会
研
究
会
。https://yukakustudy.jp/

（
17
） 

中
村
政
則
『
日
本
の
歴
史　

第
二
九
巻　

労
働
者
と
農
民
』（
小
学
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
18
） 

細
井
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
19
）
結
城
哀
草
果
『
村
落
生
活
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、
二
五
～
二
六
頁
。

https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000156795
https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000156795
https://yukakustudy.jp/


【資料紹介】「玉計算簿」と娼妓の生活

307 文明動態学 - Dynamics of Civilizations

岡山大学附属図書館所蔵「遊廓業関係史料（仮）〔山形県楯岡町遊廓岩城楼諸事控帖〕」目録

目録作成：沢山美果子

注：玉計算簿―娼妓の稼ぎ高の記録 ( 揚げ代の数を毎日記入し前月分の稼ぎ高並びに負債返済高決算の上、楼主は照合印を押印し翌月第一検

査日までに所轄警察の検閲を受ける）。

参考文献：国立国会図書館デジタルコレクション『全国遊廓案内』昭和 5 年、151 ～ 152 頁、山形県北村山郡楯岡町の妓楼五軒、費用は本部

屋が 3 円 30 銭で酒肴付、廻し部屋は 2 円 30 銭で茶菓付。娼妓は全部で 15 人、ほとんど山形県の女、芸妓の玉代は 1 時間 1 円とある。

番号 標題 年代 西暦 内容 作成者 形態・数量 備考

1 玉計算簿 昭和2年2月～昭和5年1月 1927～1930
娼妓の稼高(玉代）並びに負債返
消高決算簿

岩城楼　三好(□□テル）、楼主
伊藤久太郎

横半帳・１

毎日の玉代、娼妓、楼主所得
合計（娼妓名三好こと□□テル
（原籍地、秋田県雄勝郡、明治
40年4月1日生）

2 玉計算簿 昭和2年2月～昭和4年7月 1927～1929
娼妓の稼高(玉代）並びに負債返
消高決算簿

岩城楼、照葉（□□チヨノ）、楼
主、伊藤久太郎

横半帳・１

毎日の玉代、娼妓、楼主所得
合計。娼妓名、照葉こと□□チ
ヨノ(山形県北村山郡、明治42
年1月4日生）

3 玉計算簿 昭和2年6月～昭和5年2月 1927～1930
娼妓の稼高(玉代）並びに負債返
消高決算簿

岩城楼、シケヨ（□□シゲヨ）、楼
主伊藤久太郎

横半帳・１

毎日の玉代、娼妓、楼主所得
合計。娼妓名、シケヨこと□□
シゲヨ(北村山郡、明治42年3月
25日生）

4 売立扣帳 明治40年12月6日～12月14日 1907
客に出した酒肴料、芸子などの
代金控え

岩城楼、帳場 横半帳・１

5 万手扣帳 大正4年11月～大正9年5月 1915～1920
金銭出納帳(炭代、酒代、大工賃
など）

伊藤久太郎 6冊合冊
なかに岩城楼に売られた娘、親
の名、世話人手数料の記載一
件あり

6 日掛領収帳 昭和9年4月～昭和10年3月 1934～1935
伊藤久太郎が楯岡町役場に収
めた毎日の代金(一日一円、月
30円）

伊藤久太郎→楯岡町役場 横半帳・１

7 〔三好覚帳〕 年月日未詳 塩屋、宝珠などの記載あり 三好 横半帳・１
香合などの記載あり、大正期の
通帳の用紙

8 〔新駒覚帳〕 年月日未詳
柴田様貸入(朱塗長膳等の記載
あり）

新駒 横半帳・１
柴田様貸、朱塗長膳2500等の
メモあり

9 〔借金勘定帳〕 昭和5年12月20日 1930 白米受取 岩城楼→スサ廣郎 横半帳・１

10 〔借金勘定帳〕 昭和5年6月～昭和18年4月 1930 白米受取、金銭借用証等 岩城楼→ミサキ大工 横半帳・１

11 〔借金勘定帳〕 昭和6年正月～昭和16年10月 1931 白米受取 岩城楼→やそ吉 横半帳・１

12 〔借金勘定帳〕 昭和8年3月～昭和10年3月19日 1933 白米受取 岩城楼→そバや　伊藤や吉 横半帳・１

13 〔借金勘定帳〕 昭和9年4月～昭和16年2月10日 1934 白米j受取 岩城楼→高橋蔵吉 横半帳・１

14 〔借金勘定帳〕 昭和9年8月吉日～昭和17年5月28日 1934 白米受取 岩城楼→宮町トタヤ 横半帳・１

15 〔借金勘定帳〕 昭和9年8月吉日～昭和16年2月19日 1934 白米j受取 岩城楼→長岡キツ 横半帳・１

16 〔借金勘定帳〕 昭和8年吉日 1933 白米代受取 岩城楼→七補　丸子長吉 横半帳・１


